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北海道大学は，札幌キャンパスと函館キャンパスからな

り，札幌キャンパスは札幌駅北側に位置し，南北に2.4 
km，東西に1.2 kmの広大なキャンパスです。札幌駅北口
から正門までは徒歩7分と近いのですが，構内は広く目的
の建物になかなかつかないという経験をされた方は多いの
ではないでしょうか。キャンパス内の植生は素晴らしく，
四季折々の変化があり，どの季節も美しいですので，ご訪
問の際は時間に余裕をもってキャンパス内の風景を楽しみ
ながら移動されることをお勧めします。北海道大学は
1876年に札幌農学校として開校し，2026年には創基150
年を迎えます。工学部は，本年（2024年）9月に創立100
周年を迎えます。様々な記念事業が企画されておりますの
で，HPをご覧いただけましたら幸いです（https://www.

eng.hokudai.ac.jp/100th/）。私が所属する工学部応用理工系
学科応用化学コースには，化学工学分野の研究室が3つ（化

学システム工学研究室，材料化学工学研究室，触媒反応工学研究室）

あり，私は2022年4月から化学システム工学研究室を担
当しております。現在3年目となり，4年生5名，修士1
年生5名，修士2年生5名が所属しています。
 

 
固体電解質型燃料電池，NH3 電解合成，CO2 再資源化触

媒，水素製造といったこれまでのテーマをさらに発展さ
せ，将来的なゼロカーボン社会に向けた効率的なエネル
ギー・物質変換システムの開発と，そのために必要な材料
およびデバイスの研究を進めています。具体的には，再生
可能エネルギーを有効利用するための水素やアンモニア，
メタン，メタノールといったエネルギーキャリアを合成す
る電解合成法の開発や，エネルギーキャリアを直接利用し
て高効率な発電を可能とする燃料電池の研究，エネルギー
キャリアからの有価物への直接変換の研究になります。固
体触媒を用いたCO2 と水素からの燃料や化成品原料といっ
た有用物質合成については，特にCO2 源として，バイオマ
ス系廃棄物のメタン発酵により得られるバイオガス中の
CO2 に主眼を置いています。

当グループの研究の特徴は，システム化を念頭に置いた
材料開発です。例えば，エネルギーキャリアから水素を得
て燃料電池で電力に変換する際，脱水素反応を燃料電池内
で進めることができれば，吸熱反応である脱水素反応の反
応熱を，発電で発生する熱で賄うことができ，変換効率が
よくなります。これに加えて，燃料電池の電解質膜を通し
て水素が対極へ移動するので，反応の平衡が水素生成側に
シフトするというメリットも出てきます。このような，エ
ネルギーキャリアから直接発電できるような燃料電池の電
極材料を含めたシステム開発を念頭に置いて，研究をすす
めています。

バイオガス中のCO2 を炭素源とする有価物合成では，メ
タノール合成触媒と酸触媒を複合化（タンデム化）すること
により，CO2 から合成したメタノールを迅速に炭化水素に
変換することで，これらの触媒を別々に配置した時と比較
して，CO2 転化率の向上と炭化水素の収率向上を実現して
います。バイオガスにはメタンが含まれますが，タンデム
触媒の反応温度が300℃から400℃程度であれば，共存す
るメタンの影響はほぼなく，したがって，バイオガス中の
メタンとCO2 を分離することなく利用することができ，分
離装置が不要となり，装置コストや運転コストの面からメ
リットが期待できます。

北海道は再生可能エネルギー資源に富み，かつ，新規な
エネルギーインフラを設置できる用地が十分にあるという
メリットを有しています。二酸化炭素の貯留回収では，深
部塩水層に二酸化炭素を貯留した実績もあります。酪農・
畜産業が盛んで，メタン発酵に利用可能な有機系廃棄物も
大量に存在します。水電解水素製造やバイオガスの利用拡
大に向けた実証的な取り組みが，多数実施中です。ゼロカー
ボンでのモノづくりを指向した企業誘致も進みつつありま
す。このような情勢の中で，当方の実験室で開発した材料
や反応システムが，実フィールドでの実証試験に供され，
社会実装に向けた研究開発につながることを期待して，
日々研究を行っています。
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●留学生活と化学工学●
   

この度はこのような執筆の機会をいただき，誠にありが
とうございます。
私は中国の江蘇省の出身です。現在，日本大学大学院の
修士一年生で「装置産業における安全文化の評価」をテーマ
に，日々研究に取り組んでいます。来日前は，日本の文化
や先進的な技術に強い興味を持っていました。現在は日本
で実際に生活することで，教科書やインターネットだけで
は得られない貴重な経験を数多く積んでいます。本稿で
は，来日後現在に至るまでの軌跡を記したいと思います。
小さいころから外国の文化や外国語に関心があった私
は，中国では当たり前のことが他の国ではそうではないこ
と，一つのことに対して異なる価値観や文化の違いが不思
議でした。初めての海外旅行先だった日本では，最先端の
技術で出来上がった便利で美しい都心の風景と，日本の伝
統的な下町の風景が交わっている独特なバランスの雰囲気
に，大きなインパクトを受けました。日本は中国と同じア
ジアの国で，距離も近く生活にも慣れやすいと思います。
このように私にとっては文化圏の近い国でありながらも，
中国とは異なる日本らしい文化に触れあえることに魅力を
感じ，高校卒業後日本へ来ることを迷うことなく決めるこ
とができました。
一番印象深い日本の魅力は，美しい桜です。春になると，
日本では花見を楽しむ風習があり，日本の春らしい風景を
満喫できます。特に，私の通学している日本大学津田沼キャ
ンパスの桜の美しさには毎年感動し，桜の花びらが舞い散
る光景は，一瞬一瞬が美しく，心に残ります。桜の季節は
短いものですが，その儚さがまた魅力の一つと思います。
今までの留学生活を振り返ってみると，特に大変だった

のは大学の入学試験でした。中国では全国統一試験が一度
だけ行われ，その結果で大学の入学が決まります，日本で
は私立大学の場合は，各大学で実施される入学試験を受け
なければいけません。大学までの経路に不安を感じ，日本
語も十分とはいえない状態で面接試験を受けたとき，緊張
で体調を崩してしまうほどでした。しかしながら，あの時
の経験は，今ではいい思い出になっています。
大学に入ってからは，多くの新しい友達と出会うことが

でき，またたくさんの興味深い授業がありました。例えば，
1年生の時は化学実験の講義がありました。学生実験自体
は，グループワークでガラスを用いて実験器具の作成やカ
メラでのサンプルの観察などでしたが，実験結果が自分の
想像していたものとは異なるものが多く，化学の面白さを
実感ました。学部3年から，安全工学を研究する三友研究
室に配属されました。初めての研究生活に慣れようと必死
だった一方，自分の成長も実感することができました。卒
業論文は，安全文化の視点から知床遊覧船事故の事故解析
を行いました。解析方法としては，日本国内のガイドライ
ンを基にした安全文化8軸モデルを用いてチェックリスト
を作成し，事故調査報告書を基にリッカート尺度で各項目
の評価を行ないました。その結果，会社の運航管理体制の
欠如が事故の発生に重大な影響を及ぼしたことが明らかに
なりました。
卒業後は，そのまま日本大学大学院に進学しました。大

学院の研究課題として「装置産業における安全文化の評
価」をテーマに選びました。理由の一つは，春休みに中国
で父が働いている製鋼所を見学した際に，工場での安全規
則の厳しさが印象に残ったためです。現在，プロセス産業
界の事業所において，安全文化の醸成レベルが労働災害及
び重大な産業事故の発生に重要な役割を果たすことが認識
されてきました。しかしながら，安全文化の構成要素や重
要な視点は産業界ごとに理解が異なり，その診断手法及び
安全文化の改善に向けた活用には，未だ多くの課題があり
ます。今は大学院一年でわからないこともありますが，こ
れからの研究で大規模装置産業においての安全文化の構成
要素を明確にし，事業所の安全文化を評価できる診断手法
の開発について研究を行いたいと考えています。この先
も，これまで以上に化学工学をはじめとする幅広い知識が
必要になると思われます。自由に研究ができる学生生活を
大事にして，将来研究者として社会に貢献できるようにな
りたいと考えています。

（日本大学生産工学研究科マネジメント工学専攻 郭嘉誠）
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